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構造解析ユニット

Fast Track Project 背景・目的

Fast Track Project 連携体制Fast Track Projectの成果

FTP

脂質ナノ粒子（LNP）は、核酸医薬（mRNA, siRNAなど）のデリバリーキャリアとして高いポテン
シャルを持ちながら、肝臓以外の標的組織への送達を予測可能かつ合理的に設計する技術が
無いことが大きなネックとなっている。この問題を解決できる可能性のある技術として我々は、
短いペプチドタグを表面に提示したLNPと、タグ抗体に第2の結合特異性を賦与した「二重特異
性エンゲージャー」をもちいてLNPと受容体を架橋し、様々な受容体に特異的な感染特異性を
獲得させる「Bispecific Particle Engager (BiPE)法」の開発に成功した（右図）。本研究では、この
方法を実用化ステージに乗せるために、特に送達が難しい免疫細胞特異的なLNPデリバリーを
マウスで達成し、それを炎症性疾患モデルで検証するとともに、ヒトへの応用が可能なペプチド
タグの取得とLNPデザインの最適化まで完了することを目指す。
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